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Abstract
Esperanto－Movado　en　Orienta　Azio
MIZUNO　Yoshiaki
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RESUMO
　　　Tiu　ai　artikolo　estas　la　raporto　de　la　speciala　studo　dum　l　jaro（1995～96）sub　la　a丘spicio　de　la　In－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stituto　de　Kulturaj　Sciencoj，　Universitato　Meiji．
　　　　La　enhavo　konsistas　de　jenaj　temoj：
　　　　　　　　　AntaUparolo
　　　　　　　　　　　　　A）?）?）?）?）?）
）
??「??（（?（
（
（?（?（
Generale　pri　Esperanto
Esperanto－Movado　en　Orienta　Azio
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AEsperanto－Movado　en　Cinio
Esperanto－Movado　en　Koreio
Esperanto－Movado　en　aliaj　orientaziaj　landoj
Aldonaj　Materialoj（ellasitaj　pro　manko　de　spaco）
Bibliogra且o
　　　　　　　　　Postparolo
　　　　La　studo　celas　anta貢δo　esplori　la　nuntempaj　situacioj　de　la　Esperanto－Movado　en　orienta　parto
de　Azio．　La　esploranto，　MIZUNO，　jam　delonge　interesi愈is　pri　lingvaj　rimedoj　por　internacia　komunika－
do，　t．　e．　Intemacia　Lingvo　Esperanto，　kaj．publikigis　artikolojn，　librojn，　kaj　traduka30jn　en　kaj　pri　tiu
lingvo．　Li　anka丘atentas　pri　la　movado　por　disvastigi　Esperanton　enlande　same　kiel　eksterlande，
precipe　en　la　menciitaj　regionoj．
　　　　Post　generala　perspektivo，　la　esploranto　raportas，　longe　ati　mallonge　laif　la　akireblaj　materialoj，
pri　preska首eiuj　landoj　kaj　regionoj　de　tiu　distrikto，　kaj　fine　atingas　la　konkludojn　jenajn：
　　　　1．La　Movado　en　orienta　Azio　okupas　la　duan　lokon　sekve　al　tiu　en　E道ropo　kaj　Ameriko．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．Precipe　Cinio　kaj　Koreio　rimarkindas　en　la　nombro　de　lernantoj　kaj　vigleco　de　agado，　al　kiuj
sekvas　Vjetnamio，　kaj　supozeble　Tajvano．
　　　　3．Pri　aliaj　landoj　kaj　regionoj，　en　kiuj　la　Movado　ne　estas　tiel　progresinta　a亘ankora丘ne　ekzis・
tas，　oni　povus　anta亘vidi　la　prosperon　en　estonteco　dank’al　la　eventuala　ekkonscig　de　la　bezono　de　in－
ternacia　komunikado　pro　la　pliboni§o　de　vivnivelo　kal　disvastigo　de　edukado　inter　la§enerala　publiko．
??
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《特別研究》
東アジアのエスペラソト事情
水　野　義　明
はじめに
　私は，「明治大学特別研究者制度規程」による1995年度特別研究者（第一種）を命じられ，1995年
4月1日より1996年3月末までの期間，「東アジアのエスペラソト事情」を研究課題として研究に従
事した。
　研究期間を終了し研究報告を提出するにあたって，この研究の趣旨と実施状況などについて，あら
かじめ略述して序言に代えたいと思う。
　（1）研究の趣旨　国際化の進展にともない，国際的共通言語手段の必要が痛感されている。英語な
ど大国言語がこの目的のために広く使用されているが，民族言語が「共通語」となれば，それを母語
としない人々に対して言語差別をもたらすことは明らかである。真の意味での「国際共通語」を求め
るとすれば，中立・合理・容易という三要件を念頭にして創造された「人工計画言語」に赴かざるを
得ない。
　「人工言語」に対しては，早くも17世紀にデカルトやライプニッツなどが構想や論文を公表してい
るが，その後も現在にいたるまで何百という言語案が発表されてきた。しかし，それらはほとんどす
べて机上の草案にとどまった。ただ一つの例外として，現在広く普及し国際交流の実用に供されてい
るのが，19世紀の後半にポーランドの眼科医ザメンホフが創始した「エスペラント」である。
　このたびの特別研究では，このエスペラントを対象とし，とくに東アジアにおけるその実情を把握
し，「国際共通語」としての可能性を検討することを目的とした。地域を東アジアに限定したのは，
　1）　欧米地域を除くと，日本・中国・韓国などでエスペラント運動が比較的活発であり
　2）　また一般に，誕生の経緯から「ヨーロッパ的性格」が強いとされるエスペラントが「国際語」
として機能するためには，非欧米圏での普及が重要な課題である
と考えたことによる。
　②　研究の実施状況
　1）　文献参照　主として中国，韓国刊行の，エスペラソト語学・文学及び国際語思想・運動に関す
る書籍・文献資料類を通覧し，一般的状況を把握するとともに，個別の重要事項についても留意し
た。
　2）　情報収集　日本国内刊行のエスペラソト情報誌や中国・韓国発行の雑誌類を通覧し，あわせて
中国のエスペラント関係者とたびたび文通して，国際語運動の実態の解明に努めた。
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　3）　現地調査　当初の計画では，中国・韓国・台湾などを実地踏査して，現地のエスペラント組織
や活動家と交流する予定であったが，実際には天津と北京にそれぞれ短期間滞在するにとどまった。
　このたびの特別研究の実施状況は以上の通りであるが，以下に具体的な報告に入るにあたり，はじ
めにその構成を記しておく。
　（1）エスペラントについて　　序説
　（2）東アジアのエスペラント運動
　（3）中国のエスペラント事情
　（4）韓国のエスペラント事情
　（5）その他の東アジア地域のエスペラソト事情
　（6）参考資料　1）　エスペラントによる国際文通の実際
　　　　　　　2）　エスペラントによる国際交流の実態
　　　　　　　3）　エスペラントによる国際的集会の実例
　（7）参照書目
　　　　　おわりに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※なお，この「研究報告」の原本に添付した「参
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考資料」は印刷上の都合などのため省略した。
（1）エスペラントについて
　エスペラントについては，この「研究報告」の冒頭（「はじめに」p．2）でごく簡単に言及した。
以下では，「報告」の背景に関していっそうの理解を得るために，多少くわしく述べようと思う。次
の共著の執筆部分を参考にした。
　　水野義明「英語か　エスペラソトか」（津田・大石・水野・伊藤・中島・楠瀬共著『「英語支配へ
　　の異論」』第3章　第三書館　1993年）
　1）エスペラントは「言語」である　「人工言語」というと無味乾燥な記号体系を想像する向きも
あるかも知れないが，エスペラソトは，私の体験的実感によれば，どんな民族言語にも遜色ないほど
りっぱに機能している「生きている」言語である。これも，私の実際の経験や知見によるのだが（ま
たそれ故に，確信をもって言えるのだが），エスペラントは日常会話や文通・旅行・商談・会議など，
さらに演劇・映画・ラジオ・テレビ，パソコンネットワークにいたるまで，広汎に使われている。
　文献も膨大だ。古今東西の古典や名作の翻訳がすでにたくさん出ているほか，エスペラント書き下
ろしの作品も多い。情報学など科学技術の分野を含めて学術論文もある。コミックやポルノまがいの
読み物も存在するのは，エスペラントが「人間のコトバ」になっている証拠だ。
　2）　エスペラントはどんな「言語」か　すでに述べたように，「国際共通語」の要件は「中立」「合
理」「容易」である。この三要件を具備している言語は，エスペラント以外には存在しない。
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　エスペラントは，1887年にポーランドの眼科医ラザーロ・ルドヴィーコ・ザメンホフが公表した
人工計画言語である。語彙の大部分はラテソ語系統の諸言語や英語，ドイッ語など西欧の有力言語か
ら採用しているが，言語としての構造はむしろ膠着語的または孤立語的で，中国語などに似ていると
いう説もある。
　「ヨーロヅパ的性格」が強いことはたしかであるが，特定の民族言語に依拠していない点では，や
はり「中立」と言えるであろう。
　「合理」とは，言語の構造が完全に規則的で例外事項がないことだ。学習者の立場から言えば，習
得や使用が「容易」ということになる。たとえば，文字はラテン・アルファベットに若干の補助記号
を加えたもので，一音一字・一字一音方式だ。語構成は，語根に語尾や接辞をそのまま添加するとい
う単純な方式によっている。この方式を首尾一貫して徹底的に適用し，名詞・形容詞・動詞・副詞な
どの品詞別や，数・格・時制・法・態・相などの文法事項をまったく規則的に表示するのだ。原理は
きわめて簡単だから，ごく少数の語尾や接辞を覚えてしまえば，あとは語根を自由自在に活用して莫
大な語彙を駆使し，微妙なニュアソスを言い分けることができるのである。
　3）　エスペラントを実地に使う　人工言語には，語法の権威となる「ネイディヴ・スピーカー」は
いない。規則にかなっていさえすれば，誰でも語彙や語法を「創造」しても通じるし，また初めて耳
にする単語でもすく理解できるのだ。
　以前，フランスでエスペランチストと話しているときに，maltrinkiと言ったのを聞いて，驚いた
り感心したりした。trinki（飲む）に反義の接頭辞をつけて，「小用を足す」という意味に使ったの
である。べつのときに，「ビデオテープ」という語が思いつかず，その場の思いつきでbildobendoと
言ったら通じた。sonbendo（音＋バソド→録音テープ）から類推して，　bildo（絵）という語を添え
たのだ。
　以下は，語根に語尾や接辞をつけて活用する一例である。（前掲書p．161）
　たとえば，語根ESPER－「希望一」から，
　espero（名詞「希望」），espera（形容詞「希望の」），espere（副詞「希望をもって」），esperon（対
格「希望を」），esperoj（複数）；esperi（動詞・不定形），　esperas（現在），　esperis（過去），　es－
peros（未来），　esperus（条件法），　esperu（命令）；esperanto，－into，－onto，　esperato，－ito，－oto（能動
分詞現在・過去・未来，受動分詞　同。分詞は行為に関する人も意味する：［エスペラント」とは「国
際語」の通称で，原義は「希望する人」ということ）：esperebla，－inda，－enda（可能・価値・必須）；
esperego，　－eto（大・小）；esperantisto（職業・仕事従事者「エスペランチスト」），－ino（同・女性）；
malespero（反義「絶望」，　ekesperi（始動「希望し始める」），　reesperi（再度・反復「再び希望する」），
等々。
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（2）東アジアのエスペラント運動
　i）総　説
　エスペラントはポーランドで誕生し，当初はヨーロッパを中心に発展した。その後，北米や南米に
も波及して，米国やブラジルなどで活発な運動を展開している。いずれも欧米系の言語を使用する国
々であるのは，エスペラントの言語的性格を考慮するときに，むしろ当然な現象であろう。だが，全
人類のための「国際的共通言語手段」という，エスペラント本来の目的を達成するためには，非欧米
圏に普及することが絶対に必要となる。
　ひるがえって地球的規模でのエスペラソト事情を眺めると，非欧米圏では一般に運動が低調なのは
事実である。『地球時代のことば　エスペラント』の著者で，アジアのエスペラント運動にくわしい
土居智江子氏は，「アジアの国々におけるエスペラントの現状」（rエスペラント』前掲　1996年4月
号）で次のように述べている。
　「日本と韓国と中国，そして旧ソ連のアジア地区以外のアジアの国々はエスペラントの歴史が浅い
ところが多い。そして，アジアではエスペラソトに対する考え方などに隔たりがあり，「アジアのエ
スペラソト運動」をひとまとめにして論じることは非常にむずかしいと思う」
　しかし，東アジアは，土居氏によれば例外をなしている。たとえば中国など国全体のGNPについ
て言えばむしろ貧困地帯に属するが，エスペラソト運動は隆盛と言ってもよいほどで，学習人口は世
界一と推定されている。このほか，日本はもちろん韓国でも，運動組織が確立し，普及活動や出版事
業が着実に進展し，マスコミに登場する機会も頻繁である。これと比べるとやや見劣りがするが，ベ
ナムでもエスペラント運動は健在で，学習人口も比較的多い。
　欧米系とは異質の言語を常用する東アジアで，その他の非欧米圏の地域と比較して，エスペラント
運動が「隆盛」しているのは，どういう理由によるのだろうか。いろいろな理由があると思うが，私
は「儒教圏」「漢字文化圏」という点に注目したい。中国は，エジプトやバビロニアと並び，文明の
発祥地である。しかも，その民族的伝承が現在まで断絶することなく継承されていることを，特色と
している。敢えて言えば，高度の文化的伝統より生じる知的エトス（雰囲気）が，国際語への関心を
育てる基盤となったのではないか。（なお，現在の中国政府が国際化を推進する一環としてエスペラ
ントを奨励している事情をも，考慮に入れることができる）。
　さらに，もっと基本的な要因として，前述のような「生活のゆとり」を挙げることができるであろ
う。中国やベトナムの庶民の生活程度はけっして高いとは言えないが，その他のアジア地域やアフリ
カに比べれば，まだましであると思われる。生活に追われていては，国際交流に興味を抱く余裕など
ないのだ。
　さて，日本や東アジアも含めてアジアー般のエスペラント運動については，次の冊子が最近の情報
を簡潔に整理して，記載している。との「研究報告」は，同書に負うところが多大である（「研究報
告」中では，EMAと略記した）。
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　　“Gvidlibro　pri　Esperanto－Movado　en　Azio”kompilis　DOI　CIEKO　lait　la　projekto　de　UEA
　　90pp。，　Mevo－Libroj　JOKOHAMO　1995
　　（「アジアにおけるエスペラント運動に関する手引」世界エスペラソト協会の企画に準拠して
　　土居智江子編纂　99頁　メプロ書房　1995年）
　li）歴史的経過
　エスペラント運動は，当初から国境を越えた交流によって発展した。アジアにおいても同様であ
る。たとえば，大正年代に無政府主義者の大杉栄からエスペラントを学んだ中国人留学生たちは，中
国にエスペラソトを導入した。また，長谷川テルは，エスペラントを通して結ばれた夫，劉仁ととも
に中国に渡り，抗日運動に活躍した。
　戦後には，世界エスペラント大会が，日・韓・中の三国ですでに開催されている（第50回東京
1965年，第71回北京1986年，第79回ソウル1994年）。世界大会と並ぶ重要な国際的行事の一つ
としては，「国際青年大会」がある（1965年日本，1986年韓国）。1992年には，「第5回太平洋エ
スペラント大会」が中国の青島で開催された。
　また，初めてアジアをもっぱら主体とする「第1回アジア・エスペラント大会」が，1996年8月
に中国の上海で開催された。（EMA　p．11）
　このほか，日本，韓国，中国では，毎年それぞれの国内大会が恒例となっていて，アジア各地や欧
米・アフリカ・オセアニアからも多数の参加者があり，国際的な交流の場ともなっている（1996年
の「第83回日本エスペラソト大会」は，8月22日から23日にわたって広島市と宮島で行われた）。
　iii）現在の運動状況
　前掲のEMAに基づいて，主要な動向を二，三紹介する。
　a）　日韓青年合同エスペラント・セミナー　（Komuna　Esperanto－Seminario　inter　Korea　kaj
Japana　Junularoj）全世界エスペラント青年組織（Tutmonda　Esperantista　Junulara　Organizo）の当
時の会長アムリ・ワンデルAmri　Wandel氏の提唱によって創設，日・韓（後に中国も参加）の青年
エスペランチストの恒例の行事である。第一回は1982年8月に韓国の雪岳山で開催され，日韓から
48人が参加した。以後毎年会場を交替して継続し，第14回セミナーは，天津エスペラント協会青年
部主催により1995年8月中国の天津市で「青年と伝統文化」のテーマの下に行われた。
　b）世界エスペラント協会とアジアの活動　この報告の第一節で述べたように，世界エスペラン
ト協会（Universala　Esperanto－Asocio略称UEA）は，世界のエスペラント界の最大組織であり，エ
スペラント運動の中心をなしている。そのUEAには，アジア出身の役員も活躍しているが，欧米出
身者に比べるとまだ少ない。
　たとえば，UEAの会長には，日本からは八木日出雄氏（1962～1964年在任），韓国からは李種永
氏が1995年に選任され現職にある。また，歴代の副会長には，日本から八木日出雄氏（在任1959～
1962）と梅田誉美氏（在任1989～1995），韓国からは徐吉深氏（在任1989～1995）がいる。
　1987年に匿名の日本人からアジアのエスペラント運動のために3000万円の寄付があり，現在の
UEAの「アジァ基金」となった。
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　c）アジアのエスペラント運動のための各種計画　既出の徐吉沫氏は，UEAの役員としてアジア
の運動を担当し，各種の企画を提案した。それによって，アジアのエスペラント運動は着実に前進し
ている。以下に，その計画を列挙する。
計画　A　世界エスペラント協会加盟の各国組織の共同活動
　　A－1毎年の世界エスペラント大会で，アジア関係集会を開催し，アジアのエスペラント運動に
　　　ついて討議する。
　　A－2　定期的に情報を交換する。たとえば，UEAから，『アジアのエスペラント』が1990年以
　　　来年4回刊行されている。第6号からは，土居ヒロカズ，智江子の両氏が編集を担当して
　　　　いる。
計画　B　エスペラント運動がいまだ存在しない地域へ，有能な教師を派遣する。
　　　　たとえば，UEAの補助を受けたヨアヒム・ヴェルディン氏は，トルコ，パキスタン，イ
　　　ソド，ネパール，タイ，香港，台湾などで多大の成果を挙げた。
計画　C　アジアの活動家を世界エスペラント協会に加盟させる。
　　　　あまり豊かでない地域のエスペラソト活動家のために，世界エスペラント協会の会費を立
　　　て替えて，いっそうの活動を支援するという趣旨である。1995年には，合計75人が該当し
　　　た（中国67，ベトナム2，パキスタン2，インド2，イラン1，ロシア1）。
計画　e　アジアの活動家をエスペラント先進国に派遣する。
　　　　世界エスペラソト協会が財政的に支援して，あまり豊かでない地域の活動家の指導力の．
　　　向上をはかるという趣旨である。
　　C－1　日本及び韓国への研修旅行　1994年のソウル開催世界エスペラソト大会にUEAはアジア
　　　各地から17人を招待した（種々の理由で，実際に参加したのは9人。うち二人は来日，各地
　　　　で講演した）。
　　C－2　ヨーロッパへの研修旅行　1989年以降，UEA本部（オラソダ，ロッテルダム所在）やス
　　　ペイン，スエーデンなどに三人を派遣した。
計画　D　出版活動の支援など　経済的に困難の多いエスペラント関係書籍の出版に補助金を提供す
　　　　るという趣旨である。
　　1）－1必要な書物の出版　たとえば1992年には，UEAはベトナム平和擁護エスペラソチスト協
　　　会に出版資金として1000米ドルを提供した。また，同年，UEAの援助によりモソゴル語に
　　　　よるエスペラント学習書の第3版が刊行された。
　　D－2　寄贈書の配布　UEAなどのエスペラント組織に寄贈された書籍を，アジアのエスペラン
　　　　ト団体や個人に伝達する。
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d）東アジア各国のエスペラント組織の概況（EMA　p．15）
国　名 全国組織の創設 1994年現在の会員数 世界エスペラント協会加盟年
中　　国 1909，1951（再建） 1144 1980
日　　本 1906，1919（改編） 1422 1956
韓　　国 1920，1975（再建） 280 1976
ペトナム 1956 不明 1977
モンゴル 1970，1991（再建） 108 未加盟
香　　港 1991 15 未加盟
台　　湾 1992 20 未加盟
（3）中国のエスペラント事情
　☆以下は，主として前掲のEMA（『報告』p．7）を参考に，私の個人的経験や知見を加えて記述し
た。記述方式が断片的で不統一なのは，EMAのための資料収集の際に，中国側の回答に詳細か粗略
かの違いがあったことによると思われる。
　1）歴史的経過　EMAによると，中国にエスペラントが伝来した経緯には三つの事情がある。
　先ず，1891年ロシアの商人がハルビンでエスペラソトを伝え，同じ頃上海でもロシア人が講習会
を開催した。次に，20世紀の初め，大杉栄からエスペラントを学んだ中国の留学生が，帰国後1908
年に上海にエスペラント学校を開設した。さらに，英国やフランスに留学した中国人が1907年にエ
スペラントを学習し，関係文献を中国に送って宣伝した。
　その後，中国のエスペラント運動は順調に発展し，民国初期に票元培やエロシェンコなどの活動も
あり，学校教育に取り入れられた。学習者の中には，魯迅，郭沫若，巴金などの名も見える。
　抗日戦争中には，世界各国のエスペランチストに日本帝国主義の侵略への抵抗を訴える手段とし
て，エスペラントが用いられた。
　戦後は，一時衰微したこともあったが，スターリソの死後復活し，1963年からは高等教育機関に
も導入されるようになった。文化革命時代の停滞を経て，1980年には中華世界語連盟が世界エスペ
ラント協会（UEA）に加盟し，運動の新時代が始まった。政府の支援もあって，1984年には学習人
口は15万を数え，1986年に第71回世界エスペラント大会を北京に招致するに及んで，運動は頂点に
達した。
　以後，一時のブームはしずまった。ソ連崩壊後のロシア・東欧のエスペラント運動と同じく，国家
の援助を失って，財政的にも自力更生の道を取らざるを得なくなった。「個人のエスペランチストた
ちも経済自由化の波の中で自分の生活基盤の確立に忙しく，エスペラントにかかわっていくことがむ
ずかしい状態である」（土居智江子「アジアの国々におけるエスペラソトの現状」前掲）。
　2）　中国のエスペラント運動の現状
　北京開催の世界エスペラソト大会のあとは，「停滞状態」にある（土居，前掲）。
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　全国組織である中華世界語連盟（Cina　Esperanto－Ligo）の会員は，現在1144人である。人口に比
べるときわめて少数のようであるが，最盛期には学習人口40万と伝えられていたから，実際のエス
ペランチストの数はもっとずっと多いのではないだろうか。
　連盟の機関誌rEl　Popola　Cinio』（全文エスペラント，月刊）は，1950年創刊で，文革時代を通じ
て現在まで継続刊行されている。このほか，中文・エスペラント文半々の月刊誌『La　Mondo』もあ
る。
　このほか，各種のエスペラント関係組織や団体が全国に存在し，各種のエスペラント関連イベント
が定期・不定期に開催されている。
　私の個人的経験について言えば，1991年に上海開催の「魯迅生誕110周年記念エスペラソト国際シ
ンポジウム」に参加し，その翌年には「長谷川テルの足跡をたずねる旅」で上海，武漢，重慶，ハル
ビン，チャムス，北京などを訪問し，現地のエスペランチストたちと交流した。昨年は天津に滞在し
て，現地のエスペラント・グループと交流した。中国のエスペラント運動は着実に進展しているとい
う印象を受けている。
　3）エスペラント関係出版活動　前掲の二つの月刊誌以外に，中国各地のエスペラント・グループ
の定期刊行物は多数にのぼる（私の知るところでも，天津，遼寧などがある）。エスペラント文の各
種書籍の刊行も盛んである。たとえば，r中国エスペラント出版物カタログ』（1996年）の冒頭には，
次のように述べられている。
　「このカタログは現在の在庫品について作成したもので，100点以上を収録している。このうち14
点は過去2年間の刊行である。収録の書籍は，古代及び現代中国の豊かな文化を紹介しているばか
りでなく，民族間交流においてエスペラントが生き生きと機能し，実用価値のあることを示してい
る。…」
　『カタログ』には，次のような書籍が収録されている（原題はエスペラント）。
　　古代中国の科学者たち，中国の古代思想，中国五千年史，中国語・エスペラソト辞典，エスペラ
　　ント・中国語辞典，独習エスペラソト講座，中国文学選集（1919～1949），中国文学選集
　　（1949～1979），中国古典詩歌集，中国民話集，屈原，紅櫻夢，長谷川テル作品集，中国百科事
　　典，北京案内，中国名所案内，中国発行エスペラント切手カタログ，中国の陶磁器，バクテリア
　　の話，薬用食品，宇宙について，中国医学・薬学物語。その他，児童読み物も多数。
　4）地域別のエスペラト事情（主としてEMAの記載に基づく）
　i）東北地域
　1．遼寧省　とくに省都藩陽を中心としてエスペラント運動が活発である。遼寧エスペラント協会
は1985年創立，会員300，テレビ，ラジオでエスペラント講座を開催し3万人が学習した。大連では，
1984年に大連工学院でエスペラント講座が導入された。大連エスペラント協会は，1985年には数十
人の会員がいたが，現在は低調である。丹東市のエスペラント協会は1985年創立，会員200人以上，
賛同者3000人。しかし，北朝鮮との国境に接していて，エスペラントを実用する機会がない。
　2．吉林省　吉林エスペラソト協会と長春エスペラソト協会が存在するが，これまで活動は低調。
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近年運動が復活して，1993年の講習会には60人が受講した。通化市は省内で最も活発で，師範大学
にエスペラント講座が設置されている。同市の鉄道員エスペラソト協会の講習会には，多数の受講者
がある。敦化や延辺にもエスペラント協会が存在する。
　3．黒龍江省　黒龍江省エスペラント協会は1984年創立，ハルピンエスペラント協会の会員は100
人だが，現在は活動停止状態。
　li）河北地域
　1．北京北京エスペラント協会の会員は400人。北京師範大学と北京語言大学でエスペラント
講習会実施，その他各種イベソトを活発に開催。
　2．天　津　（私が特研期間中に天津に滞在して，交流した経験による）　天津エスペラント協会は
登録会員数約100，常時活動メンバーは20人前後と見られる。定期的に会合をもち，機関誌『Verda
Haveno』を刊行。日本や韓国のエスペラソト組織との交流も盛んである。
　3。　山東省　済南市の山東大学では選択課目としてエスペラントが設置されている。80年代に入っ
て山東エスペラソト協会が創立。済南大学や山東師範大学にも選択課目としてエスペラソト講座があ
る。青島市では，1992年に第5回太平洋エスペラント大会の開催をきっかけにして，エスペラント
運動が盛んになった。観光専門学校ではエスペラントが必修課目となって，同市経営の「エスペロ・
ホテル」が1991年に開業した。
　4．河北省　承徳エスペラント協会は1993年創立。会員46人。承徳大学ではエスペラントが第二
外国語となっている。また，同市の石油学院でもエスペラントが週四時間教えられている。1994年
にはロシア人が承徳医科大学でエスペラントを教えた。
　5．河南省　省都鄭州のエスペラント運動は順調であるが，1992年には講習会がなかった。1994
年に中国の青年運動に関するエスペラント会議が開催された。史跡に富む洛陽市を訪れる外国人エス
ペランチストが多いので，現地のエスペランチストは応対に多忙である。
　lii）東部地域
　1．上　海　1909年，上海に中華エスペラント協会創設，会員300人，機関誌『La　Mondo』を発
行。以後，中国エスペラソト運動の中心をなした。解放後いち早く復活，現在も活発な運動を展開し
ている。1982年に上海エスペラント協会創設，上海外国語大学に選択課目としてエスペラント講座
を設置。協会の会員100人，資金不足のため講習会は一時休止中。
　☆さらに，江蘇エスペラント協会，南京にもエスペラント協会が存在する。
　2．杭州杭州エスペラント協会は1984年創立，会員100人。小学校に講習会を開催，月例会継
続。機関誌年六回発行。
　隣接の寧波にもエスペラント協会がある。
　（私は，「魯迅生誕110周年記念エスペラント・シソポジウム」や「長谷川テルの足跡を訪ねる旅」
に際して，上海，杭州を訪問し現地のエスペラソチストたちと交流した）
　3．安徽省　文教部の決定により1983年に安徽エスペラント協会とラジオ安徽が共同してエスペ
ラント・ラジオ通信学校を開設，受講者は1万人に達した。正規の登録学校である安徽エスペラン
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ト学院は，20人の講師と120人の学生を擁していた。通信講座の受講者は6000人であった。
　iv）南部地域
　1．広東省　広東エスペラント協会は事務所と施設を保有し，来訪客の宿泊も可能である。1989
年，通信講座の受講老は7000人，ローカルラジオの放送による学習者は2000人であった。1987年に
は広州大学に通信講座が開設され，1900人以上の受講者がいた。
　中山市のエスペラント協会は1990年創立，会員60人。定期的会合と機関誌を刊行。
　深釧市にもエスペラント・グループがある。
　2．福建省　文教部の決定により，1984年よりアモイ大学と福建農学院でエスペラントの授業が
始まった。福建エスペラント協会も存在する。
　3．広西自治区　広西エスペラント協会あり。1984年，柳州市に「経済・科学・技術・商業への
エスペラント適用を推進する国際情報交流センター」が設立された。
　v）中部地域
　1．江西省　1993年，江西エスペラソト協会には100人，南寧青年エスペラント協会には60人の会
員がいた。年6回会報を発行。
　2．湖南省　湖南エスペラント協会は，あまり活発な活動をしていないが，熱心なエスペランチス
トたちがいて，運動の再興を策している。
　3，湖北省　文教部の決定により，1983年より武漢大学でエスペラソトの授業が始まった。湖北
エスペラント協会は，1991年には会員140人であったが，1993年の会費負担会員はわずかに5分の
1となった。武漢エスペラソト協会には若い会員が熱心で，毎日曜日に勉強会に集まったりしてい
る。
　vi）西北地域
　1．新値ウイグル自治区　地区の中心のウルムチには，熱心なエスペラソチストがいて，カザフ人
向けのエスペラント教科書を刊行している。新儘大学で講習会を開催し，通信講座も行っている。新
橿エスペラント協会が存在する。
　2．陳西省　西安市はシルクロードの入口にあたるので，外国のエスペランチストが毎月のように
訪れて来る。西安エスペラント協会の人々が応対してくれる。西安では，エスペラントの国際的大会
が開催されたこともある。
　3，甘粛省　1983年より蘭州大学でエスペラントの授業が始まった。1985年にラジオ蘭州がエス
ペラント講座の放送を開始した。蘭州には，現地のエスペラント組織もある。
　このほか，西北地域には寧夏回族自治区エスペラント協会や青海エスペラント協会がある。
　Vh．西南地域
　1．四川省　成都エスペラント連盟は1944年創立，大学講習やラジオ講座など活発に活動した。
現在会員は数十人，有能なエスペランチストが多い。一時停滞したが，エスペラント巡回講師のイラ
ソ人レザ氏の来訪を機会に復活，成都大学に講座設置，例年ザメンホフ祭も行っている。成都には，
四川エスペラント協会がある。
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　重慶ではエスペラソト運動が盛んで，1995年には中国エスペラント大会が開催された。（前述の
「長谷川テルの旅」で，私は重慶を訪れ，現地のエスペラソト・グループの熱烈な歓迎を受けた。）
　2．西蔵チベット自治区　1980年代に西安のチベット学院でチベット人たちがエスペラントを学
習し，帰国後普及活動を始めた。講習会には十数人が受講したが，現在は停滞状況で，外国のエスペ
ランチストの来訪を期待している。
　ラサ・エスペラントクラブがある。
　3．貴州省　貴州エスペラント協会が存在する。
　4．雲南省　1981年，50年ぶりに雲南エスペラント協会が再建された。1983年，文教部の決定に
より雲南大学でエスペラントの講座が開設された。昆明では，かつて第1回中国エスペラント大会
が開かれている。
　面）　内モンゴル　フホホトには内モンゴル自治区エスペラント協会がある。rVerda　Stepo（緑の
草原）』誌や『Amiko　de　Esperanto（エスペラソトの友）』誌を発行し，講習会や通信講座，ラジオ講
座を開設している。過去十数年に約100回の講習会を行い，4000人が学習した。受講老の中には，モ
ソゴル族，満州族など少数民族出身者もいて，将来は自分の民族の豊かな伝承をエスペラントによっ
て世界に伝えようと望んでいる。
（4）韓国のエスペラント事情
　☆以下の記述は，主として前掲のEMAに基づいている。
　D　戦前よりの歴史的経過
　エスペラントは，ロシア，日本，中国の三つの経路により朝鮮に伝わった。1910年頃上海で学習
した洪明煕氏が最初のエスペランチストとなった。1916年と1917年に小規模の講習会が開催された。
1920年に，日本で学習した金玉氏がYMCAで初めて公開講座を実施した。その後，終了老たちと，
朝鮮エスペランチスト協会を設立した。
　同年，日本の朝鮮統治政策が文治主義に移行するにともない，新聞・雑誌などの活動が活発とな
り，ジャーナリズムに従事するエスペランチストも多かった。『東亜日報』や『朝鮮日報』にはエス
ペラント関係の記事がたびたび掲載され，エスペラント講座も連載された。
　1924年，朝鮮エスペラソト学会が成立し，機関誌『Orienta　Lumo（東方の光）』を発行した。当時
の活動家は，主として知識階層であった。
　30年代以後，日本の植民地統治が圧政を強めるにつれて，エスペラントは進歩的救国運動となり，
エスペラソチストは迫害を受けた。
　2）韓　国
　1945年解放後，運動は急速に回復し，朝鮮エスペラント学会も再建された。しかし，まもなく朝
鮮戦争となり，中断した。戦中も戦後も，大邸がエスペラソト運動の中心となっていた。1952年に
は大邸の大学にエスペラントが導入され，学生たちが活発に活動した。1957年には韓国エスペラソ
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ト学会が再建され，機関誌『Korea　Revuo』に多くの朝鮮関連の読み物が掲載されるようになった。
翌年には，韓国エスペラント青年組織も結成された。
　60年の半ば頃から，運動の中心はソウルに移った。1963年，ソウルに韓国エスペラント協会が発
足し，全国にわたってエスペラントを急速に普及させた。1966年には韓国エスペラソト学会もソウ
ルに移転した。1970年に両組織は統一して「韓国エスペラント協会」となり，運動に強力な助けと
なった。
　1963年には李海平氏のrエスペラント・韓国語辞典』が出て，運動に大きな力となった。1983年
には同著者による『韓国語・エスペラソト辞典』が出ている。
　1976年，「協会」は世界エスペラント協会に加盟した。同年，政府の補助を得て，韓国とエスペラ
ントに関する広報誌『La　Espero　el　Koreio（韓国の希望）』が発刊された（1995年に廃刊）。
　1977年には，「協会」の中に「韓国エスペラント青年」という組織が結成され，日本との合同セミ
ナー（前述）を継続実施している。
　1994年，ソウルで第79回世界エスペラント大会が開催された。参加者1776人，うちアジア人1200
人。同年天安市開催の第50回国際青年大会には，28か国から241人が参加した。
　韓国エスペラント協会は，全国に六つの支部を擁している。このほか加盟団体には11のクラブと
19の大学エスペラソト部がある。現在，水原と浦項でエスペラント運動が盛んである。ソウルでは
檀国大学でエスペラソトが第二外国語として教えられている。
　上記のほかに韓国内には，次の各地にエスペラント組織が存在する。
　仁川，大田，全州，光州，釜山
　☆1994年のソウル開催第79回世界エスペラント大会には，私も参加した。ソウル北郊のウォーカ
ーヒルにあるシェラトン・ホテルを会場に，熱気に溢れる雰囲気の中での，きわめて充実した内容の
大会であった。韓国エスペラント界の実力を十全に発揮し，中国，日本と並んでアジアのエスペラソ
ト大国の気概を世界に示すものであった。
（5）北朝鮮のエスペラント事情
　☆北朝鮮の事情については，ほとんどまったく知られていない。したがって，前掲のEMAの記述
は貴重な情報と考えられるので，全文を訳出する。
　「1948年に北朝鮮へ行った何人かのエスペランチストは，新しい政府で重要な役割を演じた。彼ら
の中に朴憲永，李及び洪Heng－wiがいた。朴は，第二次大戦後，朝鮮労働党の指導者となったが，
金日成に覇権を譲らなければならなくなった。朴は副首相兼外務部長官となったが，朝鮮戦争が終わ
ったあと逮捕され，スパイ行為という口実で1959年に処刑された。それで，彼の名前は北朝鮮でも
南朝鮮でもタブーとなっている。
　彼らのほかにも，北へ行ったエスペランチストは多い。そして，1959年には，朝鮮エスペラント
協会が設立された。その会長は，宋Bong－guで，当時財務長官であった。「協会」設立後の最初の二
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つの講習会には，650人以上の参加者があった。
　1964年にエスペラソト・朝鮮語辞典が刊行された。ラジオ・ピョソヤンは，数年間エスペラント
放送を行った。
　当初は，運動がこのように活発なことを聞いていたのだが，現在ではこの国のエスペラソト運動に
ついては情報がない。今でもエスペランチストが残っているという噂だ。ネパール人のガンピル・マ
ソ・シュレスタ氏によれば，ベテラソのエスペランチストの小グループがあるだけだと言う。これ
は，北朝鮮の大使林Hoe－Songが語ったところである。」
（6）その他の東アジア地域のエスペラント事情
　☆以下の記述も（3）と同様に，EMAに依っている。
　1）香港70年代以来，外国からエスペランチストが来訪してエスペラソトを伝えたことがあ
った。1991年と1992年にヨアヒム・ヴェルディソ氏がやって来て講演や講習会を行った。香港エス
ペラントクラブも設立され，会員20人，例会も継続している。
　2）台　湾　1960年に辞書付の入門書が刊行されて以来，主としてカトリック大学関係者による
普及活動が行われてきた。1990年，91年，92年にヨアヒム・ヴェルディソ氏が来訪して，講演や講
習会を行い，多大の成果があった。1990年には4人の台湾エスペランチストが日韓合同セミナーに
参加し，大きな刺激を受けた。台湾エスペラント協会も成立し，1992年現在，活動分子15人，会員
数十人となっている。
　台湾の一般情勢は良好で，普及活動に障害はないが，有能な活動家がまだ少数なことが問題であ
る。
　3）マカオ　1991年に，シンガポール・エスペラント協会の前会長リー・キム・キュー氏が講習
会を開催，22人の受講者中15人が終了した。彼らは，エスペラント協会を設立した。
　4）ベトナム　1930年代（フラソスの植民地時代）から，エスペラソト運動が存在した。1932年
には，ベトナム語によるエスペラント教科書が刊行された。一時は停滞したが，戦後1954年に南北
に分裂後，北ベトナムでは民族独立と解放のための戦闘にエスペラソトが用いられた。1956年には，
ベトナム平和擁護エスペランチスト協会が設立された。同協会は2000人の会員を擁し，ベトナム戦
争中にも活動を継続，約100点の書籍を刊行した。政府の援助により，二つの事務所，三人の有給職
員を持ち，ハノイの外文出版社にはエスペラントの翻訳家が二人働いていた。「世界平和エスペラン
チスト運動」（MEM）の機関誌『Paco』を発行して，戦争の現状を海外に伝えた（この間，南ベト
ナムでは，オーストラリア大使ラルフ・ハリー氏によって運動が復活し，講習会の開催，辞書の出版
などがあった）。
　ベトナム統一（1975）後は，南の中心ホチミン市で運動が開花した。1988年にはホチミン市エス
ペラソトクラブが，1990年にはホチミン市エスペラソト協会が設立された。会員150人，定期的に講
習会を開催。クラブと協会は協力して『Vjetnamio』誌の発行や講習会運営を行っている。ここで学
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習したカンボジアの青年たちが，帰国後カソボジアのエスペラント運動の先駆者となった。
　ハノイでも，運動が復活した。1991年，ハノイ・エスペラントクラブが誕生，会員50人。講習会
や例会を定期的に行っている。ハノイにあるハノイ・ツーリスト協会には「エスペラント村」もあっ
て，そのホテルの従業員はエスペラントを習っている。
　中部の古都フエにも，最近運動が芽生えてきた。
　全国組織は「ベトナム平和擁護エスペランチスト協会」である。建築資材を販売する「フォルティ
カ」社を経営し，財政的に自立を目指している。問題は，政府の援助がなくなったこと（有給職員は
ただ一人）と，辞書や教科書の不足である。
　ベトナムは鎖国状態が続いたので，海外の訪問客もごく少なかった。ベトナムのエスペラソチスト
は読み書きにはすぐれているが，機会が乏しいため会話は不得意である。しかし，現在は開放政策の
おかげで，外国人と接する機会が多くなった。
　最近では，日本のエスペラソチスト治療師西園寺氏の提唱したマッサージ療法「湧命法」が，医療
器具や薬品が乏しいベトナムの医師たちの関心を呼んでいる。そのために，エスペラントを学習する
医師や学者が多くなった。1994年，ハノイで東洋医学に関する国際シンポジウムが開かれ，「湧命
法」も紹介された。エスペラソチストによる「ベトナム湧命法同好会」も結成されている。
　5）モンゴル
　☆大草原と砂漠の国モンゴルにもエスペランチストが健在と聞くと奇異な感じがするが，事実であ
る。モソゴルのエスペラソト事情については資料も少ないので，以下には前掲のEMAの「モンゴル」
の一節を全訳することにする。
　「モンゴルのエスペラソト運動の発展は，四つの主要な時期に分けることができる。
　1．モンゴルの人民革命（1921）のあと，ラマ教僧侶N．カヤンキヴァ（1885－1937）がトルコへ
行き，そこでエスペラソトを学び，人民革命のあと1921年に帰国した。知識人だったので，人民政
府によって人民教育部長官に任命され，エスペラントの普及に努めた。
　2．1927年，若い科学者B．リソチェン（1905－1977）が，カヤンキヴァの提案と一週間の指導の
下にエスペラントを学んだ。彼は，のちに世界的に有名な科学者・作家・言語学者・翻訳家になっ
た。リソチェンはエスペラント講習会を指導し，1966年にエスペラント・モソゴル語辞典と教科書
を著した。彼は，C．ドグスレンにエスペラントを教え，ドグスレソは，のちに，リンチェンの提案
によって1970年に創設されたモソゴル・エスペラソト連盟の書記となった。当時は，多くの人々が
エスペラントについて国内の雑誌に書き，講演も行った。そのおかげで，運動が活発となり，講習会
も行われた。
　3．リンチェソの影響下に，有能なエスペランチストたちが誕生した。しかし，その後20年間運動
は停滞した。辞書も教科書も出版されなかった。モソゴル・エスペラソト連盟には，資産も金も，集
まってコトバの練習をすることができるような部屋もなかった。言い換えれば，古い組織は，講習会
以外には何の配慮もしなかった。そのため，受講者やもと受講者は，コトバを忘れ，エスペラントは
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役に立たない言語だと思ったのだ。そのうえ，モンゴルにやって来る外国のエスペラソチストはごく
少なかった。たとえば，10年間に3人である。連盟は，その戦列から古いエスペランチストや新し
いエスペランチストを失っていった。講師たちは，政府の（エスペラント）反対活動を恐れた。
　4．しかしながら，最近，モンゴルに民主主義が復活したおかげで，新旧のエスペランチストたち
が活発な活動を開始した。モンゴル・エスペラント連盟は，ドグスレンを会長とするエスペラソト生
協rLa　Estonteco（未来）」や，　S．ヤンサンジャフを社長とするエスペラント企業「チャンドナニ」
を経営している。
　S．ヤンサンジャフの報告によれば，げんざいモンゴルには200人足らずのエスペランチストがい
る。日本のエスペランチストたちの援助により，1992年に教科書が出版された」
（7）参考書目
☆以下には，参照した文献・資料類のうち「報告」の本文に直接関連するもののみを挙げる。
1．Gvidlibro　pri　Esperanto－Movado　en　Azio　　DOI　CIEKO　　Mevo－Libroj　　1995
2．Jarlibro　1996　Universala　Esperanto－Asocio　1996
3．新「エスペラソト国」周遊記一中南米編水野義明新泉社1991
4．「英語支配」への異論　　津田・大石・水野・伊藤i・中島・楠瀬共著　第三書館　1993
5．中国主要城市行車図集　中国地図出版社　1994
［雑誌類」
La　Movado（関西エスペラント連盟機関誌）ラ・モバード社　関連の巻・号
エスペラソトの世界（エスペラント関係情報誌）エスペラント通信社　関連の巻・号
La　Suno　Pacifika（東京エスペラントクルーボ機関誌）関連の巻・号
エスペラント（日本エスペラント学会機関誌）日本エスペラント学会　関連の巻・号
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お　わ　り　に
　1995年度特別研究報告を提出するにあたって，所見と感想を述べて「むすびの言葉」としたいと
思う。
　1）　率直に言って研究の結果には満足していない。主な理由は資料の不足である。理想を言えば，
この種の研究にはファーストハンドの資料収集と，できるだけ広範囲の現地調査が必要である。いろ
いろな事情で，二つとも不十分な結果に終わった。
　2）二次的資料としては，参考書目の1がひじょうに役に立った。編老の土居氏は，アジア全域
にわたって情報を集めていて，この「報告」で参照したのはその一部に過ぎない。敢えて，土居氏の
業績に大いに依存したしだいである。
　3）将来の展望としては，この「報告」に取り上げなかったその他の地域（東南アジア，イソド，
中近東，中央アジア，ソ連のアジア部分）なども網羅して，アジア全域にわたって国際共通語の普及
状況と今後の可能性について包括的な視野を得たいと考えている。国際交流への志向と必要は，生活
のゆとりと教育の普及とともに増えていくものだから，将来はアフリカ大陸にもエスペラソトの大輪
が花開くことも夢ではないであろう。
　4）　人類の言語問題解決の鍵は，中立・合理・容易の三要件を具備する人口計画言語にある。自
然言語にまったく遜色なく機能しているエスペラソトにとって，残る問題は普及だけである。長期的
にはエスペラントが非欧米圏へいっそう拡大し全地球的規模の国際交流の言語となること，短期的に
は欧州同盟が共通語としてエスペラソトを採択することが，期待される。．
　5）言語差別をもたらし，対等の交流を妨げている「英語支配」を「必要悪」として是認するか，
それとも国際交流の言語手段としてエスペラソトを採択するか，問題の核心はこの二者択一に尽きる
と思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1996年9月30日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水　野　義　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（みずの　よしあき）
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